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2015 ～ 2016　国際ロータリー会長　K.R. ″ラビ″ ラビンドラン

世界へのプレゼントになろう

今日のお祝い　「おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。」

＊事業所開設
　具島健太郎君（30日）
　加藤一郎君（11月1日）
　髙橋伸一郎君（11月4日）
　米山尚登君（11月5日）
　滝澤　勇君（11月9日）

＊会員誕生日
　前島憲司君（30日）
　市井雄二君（31日）

＊夫人誕生日
　西迫　哲君
　（初美夫人29日）
　髙橋　浩君
　（香夫人11月2日）

＊結婚記念日
　柳田純昭君（11月2日）
　小林　透君（11月3日）
　十亀健志君（11月9日）

点鐘　…会田義明会長

斉唱　…我らの生業

ゲスト紹介

㈱浜銀総合研究所 本城直樹様

彭
ホウ

　奕
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禛君（米山奨学生）

会長報告

◎ガバナー事務所　より
・2015-16年度地区大会決議（案）

◎公益財団法人ロータリー米山記念奨学会　より
・ハイライトよねやま　187

◎厚木市友好交流委員会　より
・友好都市（大韓民国京畿道軍浦市）10年記念式典・

歓迎会
11月6日（金）午後6時30分　レンブラントホテル

厚木

幹事報告

◎例会変更
・大和RC

平成27年11月 3日(火) → 祭日休会
平成27年11月10日(火) → 11月7日(土)、8日(日)

やまと産業フェアに振替の為休会
平成27年12月15日(火) → 12月20日(日)

クリスマス家族会に振替の為休会
平成27年12月29日(火) → 取止め例会

委員会報告

◎親睦活動委員会
職業奉仕・親睦活動合同例会について

第2674回例会（10月20日）☆司会　市川信也君

今日の例会（2015年 10月 27日）

「職業奉仕・親睦活動合同例会」（移動例会）
担当：職業奉仕委員長 常磐重雄君

親睦活動委員長 森住　等君

次回の例会（2015年 11月 10日）

「ロータリー財団月間」
担当：R財団委員長 前島憲司君



スマイル

会田義明会長
10月17日土曜日に西迫副会長が、社会福祉法人 神奈
川やすらぎ会「みらくる保育園」を開園され、内覧会
及び開所式典に厚木ロータリークラブ会長として招
待され、出席して参りました。当日は理事長・園長を
始めとしてスタッフの方々から過分なるおもてなし
をいただいたことに感謝を申し上げ、貴保育園のま
すますの発展を祈念致しましてお祝いのスマイルを
させていただきます。おめでとうございました。ま
た、㈱浜銀総合研究所 本城様、本日の卓話よろしく
お願いします。

西迫　哲副会長
お陰様で、17日にみらくる保育園の竣工式をとりお
こないました。その際には、多くの皆様にお気づかい
いただきありがとうございました。25日に内覧会、
11月1日に入園式を開催し、本格稼働となります。こ
れからも宜しくお願い致します。

三橋一皓君
本日、ワイフの誕生祝いのお花を頂きました。素晴ら
しい盛り花の前で、嬉しさと面はゆさで、感激してお
りました。本当に有難うございました。

柳田純昭君
㈱浜銀総合研究所 本城様、本日は卓話においでいた

だき有難うございます。5年前、私が会長年度にも卓
話をしていただいております。どうぞ宜しくお願い
します。

栗原良幸君
結婚記念日の御祝いありがとうございました。今日
で、ちょうど30年になります。長い様であり、短い様
であり…。

西嶌洋一君
所用のため早退致します。

今日のお花

秋
しゅうめいぎく

明菊・椚
くぬぎ

の葉・柿の葉（山本淳一君）

卓話「昼夜間人口比率にみる厚木市の特徴」

担当：恵津晴夫君
講師：㈱浜銀総合研究所 本城直樹様

厚木ロータリークラブ卓話資料

「厚木市の特徴、厚木市における銀行の歴史」
～昼夜間人口比率などから再考する～

平成27年10月20日

横浜市西区みなとみらい3-1-1

会員サービス部 本城 直樹

TEL : 045-225-2376 FAX : 045-225-2389

e-mail :  honjo@yokohama-ri.co.jp

自己紹介

株式会社 浜銀総合研究所 会員サービス部副部長

機関誌「ベストパートナー」担当部長

本城 直樹

昭和38（1963）年11月

横浜に生まれる

昭和61（1986）年4月

株式会社横浜銀行入行 以降、営業店・本部を歴任

平成21（2009）年7月

平成22（2010）年12月の横浜銀行創立90周年（起源である横浜為替会社からは141年）

にあたり、記念誌制作、展示室設置、ホームページへの歴史関連サイトの新設などの

歴史関連施策を担当

「横浜銀行の歴史」（横浜銀行ホームページ）

http://www.boy.co.jp/boy/company/history/index.html

平成23（2011）年5月

株式会社浜銀総合研究所に出向、現在に至る

平成25（2013）年2月

株式会社浜銀総合研究所刊行の機関誌「ベストパートナー」の担当部長・編集人を兼任

趣味 外を走ること（フルマラソン3時間39分 非公認）、トランペット（アマチュアオーケストラ）
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昼夜間人口比率

昼間人口（就業・就学人口）／夜間人口（居住人口）

（昼間に観光に来た人数は含まない）

県内市町村での昼夜間人口比率上位（平成22年国勢調査にもとづく）

①箱根町 149.0%

②中井町 127.8%

③厚木市 114.9% 県内で100%を超えている「市」は厚木だけ

④平塚市 99.6%

⑤鎌倉市 97.8%

⑥愛川町 97.7%

全県平均 91.2%

県内政令3市は、市全体ではすべて100%割れ

横浜市 91.5%、川崎市 89.5%、相模原市 87.9%

「区」単位に分けてみた場合でも、100%超は、

横浜市西区179.7%、横浜市中区166.6%、川崎市川崎区119.8%の3区のみ

1．県内市町村の昼夜間人口比率
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武相国境は、横浜市域においては、東京湾側と相模湾側の分水嶺

1889年の市制施行から数度の市域拡張を経て、1927年の区制施行時の横浜市はすべて武蔵国

1936年の市域拡張で、相模国鎌倉郡永野村（永谷＋野庭）が横浜市中区に編入される

⇒1943年、永野村域は南区へ ⇒1969年、現在の六ツ川四丁目地区のみ南区に残し、港南区へ

（南区六ツ川は、一丁目～三丁目が旧武蔵国久良岐郡、四丁目が旧相模国鎌倉郡）

1939年の市域拡張で、相模国鎌倉郡戸塚町・瀬谷村など7か村が横浜市に編入され、戸塚区（当初）に

⇒1969年、瀬谷区が分区 ⇒1986年、栄区・泉区が分区

現在の横浜市域は、当初の戸塚区（現在の戸塚・瀬谷・栄・泉の4区）と、港南区のほぼ半分、

南区六ツ川四丁目地区が旧相模国（鎌倉郡）で、他は旧武蔵国（久良岐郡・都筑郡・橘樹郡）

3．武相国境

江戸時代

1927年
（区制施行）

鎌倉郡
永野村

1936年
1939年
1943年
1944年
1948年
1969年
1986年

1994年

小規模な区境変更を除く。
横浜市以外の神奈川県域では、川崎市全域が旧武蔵国、川崎市以外の全市町村が旧相模国。

保土ヶ谷区

保土ヶ
谷区

旭区 南区
港南区

（武州側）
港南区

（相州側）

中区

磯子区

磯子
区

金沢
区

中区

中区 西区
戸塚区

瀬谷
区

戸塚
区

泉区 栄区

横浜市の区の変遷（市域への編入と分区など）
武蔵国 相模国

　　　　　　中区

　　　　　　南区

鎌倉郡の一部

戸塚区鶴見
区

港北区・緑区・
青葉区・都筑区

港北区 緑区

港北区

都筑郡の一部
・神奈川区

神奈
川区

銀行・交通インフラなどからみた厚木の歴史年表

西暦 和暦 項目
1859 安政6 神奈川の一部とみなし横浜村を開港
1869 明治2 横浜為替会社設立（横浜・本町）　現在まで唯一継続する日本初の近代的銀行
1890 明治23 厚木会社設立（厚木銀行の前身）
1896 明治29 厚木銀行設立（厚木株式会社改組）

1908 明治41
八王子に本店を置く第七十八銀行厚木支店の休業、支配人辞任などで厚木地区
の経済混乱

1908 明治41 瀬谷銀行厚木支店開店

1910 明治43
駿東実業銀行（現スルガ銀行）　神奈川県への進出第1号店として厚木支店開店
以降、厚木には厚木銀行本店・瀬谷銀行支店・駿河銀行支店の3行の時代が続く

1915 大正4 厚木銀行　相模実業銀行に改称

1920 大正9
横浜最大の普通銀行が破綻
預金者救済のための新銀行・横浜興信銀行設立（現在の横浜銀行）

1923 大正12 関東大震災
1926 大正15 神中鉄道　厚木～二俣川間開業（現・相模鉄道）
1927 昭和2 小田原急行鉄道　新宿～小田原間開業（現・小田急電鉄）
1929 昭和4 神中鉄道　二俣川から順次延伸し西横浜に達する（現・相模鉄道）
1930 昭和5 鎌倉銀行　相模実業銀行と合併　相模実業銀行本店は鎌倉銀行厚木支店となる

1935 昭和10
瀬谷銀行　鎌倉銀行に債権・債務を譲渡
瀬谷銀行厚木支店は鎌倉銀行厚木支店が継承

1941 昭和16
鎌倉・明和・平塚江陽・相模・秦野・足柄農商の6行が横浜興信銀行と合同
県内の普通銀行は横浜興信銀行一行となる（一県一行）
鎌倉銀行厚木支店は横浜興信銀行厚木支店となる

1945 昭和20 終戦
1945 昭和20 神奈川県・横浜市中心部　連合軍主力部隊の進駐により大規模な接収を受ける
1955 昭和30 厚木に市制施行　県内の現19市の中で13番目
1957 昭和32 横浜興信銀行が行名変更　横浜銀行となる
1968 昭和43 東名高速道路　東京～厚木間開通（昭44.5.26東京～小牧間全通）
1969 昭和44 小田原厚木道路　全線対面通行（暫定2車線）で供用開始
2002 平成14 厚木市　県内では小田原・大和、平塚に次いで特例市に指定

古地図でみる厚木 ②昭和5（1930）年ごろ

8

昭和35（1960）年7月の横浜銀行厚木支店（横浜興信銀行から横浜銀行に行名変更して3年後）と

昭和48（1973）年に駅前に移転後の横浜銀行厚木支店（昭和55（1980）年3月撮影）

→
住所
厚木市
中町2丁目2番1号
（現在と同じ）

←
当時の住所
厚木市厚木2596番地
（現在の住居表示
厚木市厚木町5番14号）

横浜市の昼夜間人口比率（平成22年国勢調査にもとづく）

昼間人口（就業・就学人口）／夜間人口（居住人口）＝91.5%

（昼間に観光に来た人数は含まない）

県庁所在市の昼夜間人口比率

県庁所在市は、ほとんどが100%超

100%割れは、大津92.1%、さいたま92.8%、奈良94.6%、千葉97.5%と横浜の5市のみ

横浜の91.5%は全国の県庁所在市の中で最も低い

東京・江戸に近い、近すぎる 江戸時代は、天領と小藩のみ

開港によって初めて歴史の表舞台に登場した

横浜村はわずかな人口の寒村だった

歴史に名を残すのは鎌倉・小田原や、東海道の宿場町＝箱根駅伝コース

歴史ある都市がヨーロッパだとしたら横浜はアメリカ

2．全国の県庁所在市の中でも横浜は独特?
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4．神奈川県、特に厚木における戦前期の銀行の変遷

１．銀行の誕生、設立ラッシュの時代
戦前期、神奈川県＋町田市には81行もの銀行の本店が誕生した。
横浜には39行も誕生し、県内各地それぞれに銀行本店があった。
明治末期がその数のピークであった。

厚木には、厚木会社（⇒厚木銀行⇒相模実業銀行と改称）が誕生。

２．銀行統合の時代
第一次大戦後の反動恐慌（大正9（1920）年）、関東大震災（大正12
（1923）年）、昭和金融恐慌（昭和2（1927）年）などを経て、
廃業・破綻、合併・統合が加速する。
その後、戦時体制下において地方的金融統制の体制確立をめざした
「一県一行主義」の政策に沿う形で、神奈川県では、横浜興信銀行
（現在の横浜銀行）が唯一の本店銀行となった。

厚木会社を起源とする相模実業銀行は、鎌倉銀行厚木支店を経て
横浜興信銀行厚木支店となった。

古地図でみる厚木 ①明治39（1906）年
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市役所

横浜銀行

（厚木会社⇒厚木銀行⇒相模実業銀行
⇒鎌倉銀行⇒横浜興信銀行）

駿河銀行

旧瀬谷銀行所在地

昭和40（1965）年の

厚木市明細地図より

市役所・銀行は、駅前ではなく、

246号旧道（相模大橋）と

129号旧道の交差点付近に

集中していた。

横浜銀行厚木支店が

本厚木駅前に移転したのは

昭和48（1973）年 厚木神社

-4-
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出席報告　＜会員41名、出席対象35名＞

10 月 6 日例会　　確定出席率 81.58％ 10 月 20 日例会　　出席 25 名　欠席 10 名　出席率 71.43％
＜事後メイク＞ ＜欠席＞

　井上　聡君・志保達郎君・壽永純昭君・高橋伸一郎君
　常磐重雄君・前島憲司君・十亀健志君・三宅壯平君
　髙橋　宏君・小山賢司君

「第94回厚木ＲＣ親睦ゴルフコンペ」

日時：平成27年10月21日(水)
場所：本厚木カンツリークラブ
優勝：小林　良君


